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平成２６年１１月２２日２２時８分に、長野県北部を震源とする深さ５ｋｍ、

マグニチュード６．７の地震（長野県神城断層地震）が発生しました。 

大町市では、次のとおり対応しましたので、報告します。 

 

１ 経過等 

１１月２２日（土） 

２２：０８ 地震発生（気象庁発表、震度４以上） 

       大町市内  震度５弱 八坂 

震度４  市役所本庁・大町図書館 

大北地域  震度６弱 小谷村中小谷  

震度５強 白馬村北城 

２２：３０ 美麻支所 開所 

２２：３５ 消防団全分団に警戒出動依頼。消防団三役に出動を要請 

２２：４５ 市立大町病院で災害対策本部設置 

       美麻、八坂の簡易水道で配水池の水位低下等を確認（調査開始） 

２３：００ 市役所本部員会議開催。市役所本庁に警戒本部を開設 

２３：００ 美麻地区内被災状況確認出発３班（２人組） 

       美麻診療所緊急対応のため支所に待機（診療所停電のため） 

２３：２６ 美麻支所に応援体制 課長２人を派遣 

２３：３０ 牧医師より美麻診療所を臨時開所する旨の連絡 

２３：５５ 白馬村より、給水車の応援要請（２３日１台、２４日・２５日 

２台、２６日～当面の間１台） 

１１月２３日（日） 

０：１０ 美麻青具川手地区 被災及び停電のため川手集会所へ自主避難 

受入れ準備 集会所も停電のため自主避難者なし 

０：２９ 大町ダム緊急点検結果 「異常なし」を緊急メールで市民に周知 

０：３０ 消防団６分団以外自宅待機指示 

２：００ 警戒体制 各部１人 本部室、八坂支所、美麻支所待機 

２：５０ 千曲川河川事務所 派遣職員２人到着 

４：００ 美麻川手地区警戒のため市役所職員出発 ５：３４終了 

５：００ 美麻地区二重漏水調査出発（３人）  

６：００ 美麻地区北部被災調査出発美麻支所（４人） 

      美麻二重地区において配水管の破裂確認（修理を手配） 

７：００ 市内道路、水道関係施設点検 実施開始 

美麻地区被災調査出発（５人）  

７：０７ 白馬村への給水車を派遣（７：５０現地で打合せ） 

７：１５ ＪＲ信濃大町駅からの連絡 

ＪＲ信濃大町駅―南小谷駅終日運休 バスで代行運転 

  ７：４０ 美麻地区二重、藤、湯ノ海、川手で宅内の給水管破裂を確認 

（止水栓にて停水措置） 

８：００ 地震災害対策本部員会議を開催 市役所本庁 
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警戒本部を切替え、災害対策本部を設置 

８：００ 市内道路、水道関係施設以外施設等点検開始 

８：１０ 市ケーブルテレビ 災害対策本部の取材開始 

８：２０ 美麻地区にてポリタンク又は給水車を配備し給水 

８：４０ 市議会災害対策支援本部の設置、支援本部会議開催 

９：１５ 八坂地区横瀬地区などへの送水管破裂箇所が特定できないため 

仮設管布設にての対応を開始する。（仮設管延長約４００ｍ） 

９：２０ 市ケーブルテレビ 被災地の美麻青具地区で取材開始 

１０：３０ 日赤奉仕団 白馬村社会福祉協議会より毛布の譲与要請 

       白馬村社協 毛布１５０枚（小谷村社協についても毛布５０枚、 

安眠セット５０枚の要請あり）を備蓄倉庫より搬出 

 １１：００ 市長 被災地区訪問、見舞い 

１１：２２ 高瀬ダム・七倉ダム緊急点検結果 「異常なし」を緊急メール 

      で市民に周知 

１３：００ 美麻川手地区で浄化槽の浮き上がり確認（同地区等の給水管 

      及び浄化槽の状況を指定工事店組合とともに調査開始） 

１４：００ ２８０ｍlの飲料水（アルプスウォーターより寄贈）12,000本を 

白馬村へ搬送 

１４：２５ 市立大町病院 災害対策本部解散、通常診療態勢へ 

１５：００ 災害対策本部員及び消防団員による市道及び住民庭先等のクラ 

      ック箇所への防水シート張り（８軒） 

１６：１５ 市ケーブルテレビ 美麻地区の被災状況等を放映 

       （以後 再放送を放映） 

１７：００ 災害対策本部会議開催  状況・対応報告及び今後の対策確認等 

       ・２３日夜間当直 災害対策本部２人、美麻支所１人  

       ・２４日 消防防災課、建設課、上下水道課、福祉課 

       災害対策本部員は、余震震度４以上の場合はただちに参集する

こと。 

 ２０：００ 美麻公民館講堂に避難所を開設  

       この時点で避難希望者なし 

１１月２４日（月） 

・美麻地区 余震調査 

・応急危険度判定調査（県・建設課・美麻支所） 

・外壁破損住宅への防水シート設置（建設業組合） 

・罹災証明調査及び資産税調査（税務課職員） 

・白馬村社協へ 毛布５０枚追加（日赤） 

・小谷村へ 安眠セット１２５セット（日赤） 

・白馬村避難所用野菜提供（農業委員会） 

・白馬村の下水道管渠被害調査のため職員１人を派遣 

（２４～２６日） 

・水位低下のため、美麻地区にて配水系統の切替作業実施 
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・八坂地区の仮設管布設完了（通水） 

１１月２５日（火） 

・災害対策本部会議開催 

・白馬村社協へ 毛布５０枚追加（日赤） 

・美麻支所へ 安眠セット１５セット（日赤） 

１１月２６日（水） 

・被災住宅等の被災廃棄物について、美麻支所回収拠点設置 

ボランティアを募集（大町市社会福祉協議会） 

・美麻新行地区で水道水の白濁を確認 

（新行第１水源、取水停止） 

・美麻湯ノ海配水池の水位低下（給水車にて約６㎥を補水） 

・市保健師 ３班６人 被災地区を訪問 

１１月２７日（木） 

・災害対策本部員による美麻青具地区の聞き取り調査打合せ会

議開催 

・聞き取り調査開始（５班体制、対象６６世帯数） 

・川手地区の給水管応急仮設工事実施調査を指定工事店と共同

実施（対象６戸） 

１１月２８日（金） 

・災害に係る住宅の被害認定基準による判定調査実施 

（税務課 １２月２日まで） 

・川手地区給水管応急仮設工事を実施（指定工事店６社） 

・農地被害状況調査（４班体制 川手、袖、石原、塩の川、 

日向、米山、一宇田、矢久、片岡、矢地、藤） 

・災害対策本部会議開催 

   美麻支所 １２月１日から相談窓口の設置 

   聞き取り調査結果の把握 

・災害義援金受付口座開設（八十二銀行大町支店） 

１１月２９日（土） 

・被災住宅等の被災廃棄物回収（美麻地区３箇所）３０日まで

実施 

・長野県知事、県幹部、諏訪県議会議員、美麻青具地区現地視

察、市長同行 

・市長から長野県等に、災害対応に関する要請書を提出 

・被災者の住宅再建のための大町市の支援策（案）発表 

１１月３０日（日） 

・被災住宅等の被災廃棄物回収（美麻地区３箇所）実施 

・ボランティアによる家屋内外の被災ゴミの方付けと搬送など

（大町社協登録ボランティアによる） 

・後期高齢者医療保険の減免申請 被災者訪問１軒 
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１２月 １日（月） 

       ・美麻支所 総合相談窓口設置 

       ・市内全戸に広報おおまち緊急臨時号を配布 

       ・長野県危機管理建設委員会、美麻青具地区現地視察 

       ・県議会危機管理建設委員会に、災害対応に関する要請書を 

提出 

・大町郵便局宛、口座開設並びに振込手数料免除の要請書送付 

１２月 ２日（火） 

       ・ぽかぽかランド美麻、安全確認のために１２月２日より休館 

・内閣府特命担当大臣（防災）に、災害対応に関する要請書を 

提出 

・被災者支援策に伴う住宅調査の実施（５班３人体制） 

       ・被災宅地危険度判定調査（県対策本部） 

       ・国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料減免申請 被災者

訪問４軒 

       ・浄化槽調査（美麻地区全域、浄化槽管理組合） 

１２月 ４日（木） 

       ・大町市議会災害対策支援本部会議開催 

１２月 ５日（金） 

・災害対策本部会議開催 

１２月 ８日（月） 

       ・災害時見舞金の給付開始 

        市長が見舞金を被災世帯へお届け（２０世帯） 

１２月１０日（水） 

       ・被災者支援のための戸別訪問相談の実施（～１５日） 

       ・白馬村へ水道復旧工事の応援派遣（市及び指定工事店組合） 

１２月１１日（木） 

       ・市議会災害対策支援本部による現地視察（藤、米山、塩ノ川、

川手、ぽかぽかランド美麻） 

１２月１４日（日） 

       ・白馬村選挙管理委員会からの依頼により衆議院議員総選挙・

最高裁判所裁判官国民審査の投票事務従事者として職員５人

を派遣 

平成２７年 

４月 ７日（火） 

       ・関係課職員による宅地ひび割れ等の現地確認（２班） 

 ４月１３日（月） 

       ・公益社団法人長野県公共嘱託登記土地家屋調査士協会と市に

よる長野県神城断層地震災害復興支援に関する覚書 調印式 

 ４月２７日（月） 

       ・宅地被害の復旧等に関する説明会（会場：美麻支所） 
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         約４０人が参加 

         説明内容 ①激甚災害について 

              ②県災害見舞金の交付について 

              ③市の支援金について 

              ④宅地の応急復旧について 

              ⑤住宅再建支援緊急措置利子補給金について 

              ⑥住宅性能向上リフォーム支援事業等について 

⑦被災宅地復旧の手引きについて 

・長野県弁護士会による無料法律相談会（会場：美麻支所） 

         相談者２人 

 ５月２６日（火） 

       ・美麻地区地域懇談会（会場：美麻公民館 講堂） 

  約１５人が参加 

５月２７日（水） 

       ・長野県副知事、旧中村家住宅被災状況視察 

         副市長、文化財センター所長説明 

７月８日（水）  

・災害対策本部員会議の開催 ２９人出席 

         神城断層地震における対応の課題等を協議 

１１月２０日（金） 

       ・被災者を戸別訪問し、支援・ケアを実施（美麻支所） 

平成２８年 

３月２２日（火） 

       ・災害対策本部員会議開催 

         ３月３１日をもって災害対策本部を廃止し、現在継続して

いる被災地の復興業務や被災者のケア及び心配事相談等に

ついては、引き続き担当部課において実施することとした。 

 

 ３月３１日（木） 

       ・災害対策本部の廃止 

 

２ 人身被害 ２人 

 （１）転倒したタンスで頭部を負傷（女性、軽傷） 

（２）落下物による頭部の負傷（男性、軽傷） 

 

３ 被災構築物（住宅）応急危険度判定結果（１２月１日確定） 

地区名 棟数 危険 要注意 その他 

大町 三日町 １   １ 

美麻 大塩南村 １   １ 

美麻 二重宮村 １  １  

美麻 青具一宇田 １   １ 
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美麻 青具小藤 １６  ６ １０ 

美麻 青具大藤 ４  １ ３ 

美麻 青具矢地 １   １ 

美麻 青具由久保 ３  ２ １ 

美麻 青具池の平 ８  ４ ４ 

美麻 青具米山 ７ ３ ２ ２ 

美麻 青具峠 ２ １ １  

美麻 青具川手 １２  ７ ５ 

美麻 青具袖 １   １ 

美麻 青具石原 ２  １ １ 

美麻 青具日向 １１  ７ ４ 

美麻 青具塩の川 ８ ２ ３ ３ 

合計 ７９ ６ ３５ ３８ 

 

４ 住家の被害状況（県報告数値 ７月３日確定） 

地区 
住家 

半壊 一部損壊 世 帯 数 世帯人数 

美麻 ６ ７１ ７７ １７４ 

大町  ９ １０ ２４ 

平  ９ １０ ２５ 

常盤  ４ ４ １３ 

社  ４ ５ ８ 

八坂  ４ ４ １３ 

合計 ６ １０１ １１０ ２５７ 

 

５ 被災者支援策に伴う住宅調査 

（１）調査戸数 １２５棟（美麻地区９４棟、大町１０棟・平９棟・常盤４  

棟・社４棟・八坂４棟） 

うち居住している棟 

 （２）調査結果 半壊（損害率２０％以上） ６棟      ６棟 

         一部損壊（１５～１９％） ８棟      ５棟 

         一部損壊（１０～１４％）１８棟     １６棟 

一部損壊（５％～９％） ２３棟     ２０棟 

         一部損壊（５％未満）  ７０棟     ６０棟  

                  計 １２５棟    １０７棟 

 

６ 被災地宅地危険度判定結果（１月２７日現在） 

    総数８９箇所  危険   ４箇所 

            要注意 １８か所 

            その他 ６７箇所 
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７ 避難者の状況  （平成２８年３月３１日現在 ３世帯１０人） 

 

       

避難先 

 

お
お
し
お
市
民
農
園 

ラ
ウ
ベ 

ふ
た
え
市
民
農
園 

ラ
ウ
ベ 

定
住
促
進
住
宅 

（
旭
団
地
） 

市
営
住
宅 

（
中
村
団
地
） 

市
内
福
祉
施
設 

（
虹
の
家
） 

市
内
福
祉
施
設 

（
鹿
島
荘
） 

親
戚
宅 

合
計 

Ｈ26.11.30 
避難世帯 ２ ３   ２ １ ４ １２ 

避難人数 ３ ９   ３ １ ６ ２２ 

Ｈ26.12.10 
避難世帯 ３ ５ １  ２ １ ３ １５ 

避難人数 ６ １０ ３  ３ １ ４ ２７ 

Ｈ26.12.26 
避難世帯 ４ ４ １ １ ２ １ ３ １６ 

避難人数 ９ ５ ３ ５ ３ １ ３ ２９ 

Ｈ27.1.27 
避難世帯 ４ ４ １ １ ２ １ ３ １６ 

避難人数 ９ ５ ３ ５ ３ １ ３ ２９ 

Ｈ27.5.15 
避難世帯 ４ ４ １ １ １ １ ３ １５ 

避難人数 ９ ５ ３ ５ ２ １ ３ ２８ 

Ｈ27.7.2 
避難世帯 ４ ４ １ １  １ １ １２ 

避難人数 ９ ５ ３ ５  １ １ ２４ 

Ｈ27.9.4 
避難世帯 ４ ２ １ １    ８ 

避難人数 ９ ２ ３ ５    １９ 

Ｈ27.11.18 
避難世帯 ３ ２ １ １    ７ 

避難人数 ７ ２ ３ ５    １７ 

Ｈ28.3.31 
避難世帯  １ １ １    ３ 

避難人数  ２ ３ ５    １０ 

※市営住宅（中村団地）、定住促進住宅（旭団地）、ふたえ市民農園ラウベに 

入居している３世帯１０人は、無償貸与期間を１年間延長（合わせて２年間、 

平成２７年１２月決定） 

 

８ 公共施設の被害箇所等 

（１）建設課 

①市道  １４路線５０箇所 

路線人 地区人 被害状況 箇所数 備考 

袖線 美麻青具 路肩決壊、法面崩落土砂 ４箇所  

袖村中線 美麻青具 路面亀裂・段差 ２箇所  

川手１号 美麻青具 路肩亀裂、 ２箇所  

川手２号 美麻青具 ブロック積亀裂 ２箇所  

矢久川手線 美麻青具 
路面亀裂・段差、砂利道整

正 
７箇所 

通行止（Ｈ27.8

月）解除 

一宇田川手線 美麻青具 路面亀裂・落石 ２箇所  
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石原線 美麻青具 路面亀裂・段差 ７箇所 
通行止(Ｈ26.11

月 28 日)解除 

塩ノ川赤坂線 美麻青具 落石 ２箇所  

米山塩ノ川線 美麻青具 舗装亀裂、壁亀裂 ９箇所 
通行止(H26.12

月 20日)解除 

日向線 美麻青具 
保護路肩決壊、路面亀裂・

段差 
１箇所 

通 行 止 (H27.3

月 10日)解除 

新行池の平線 美麻池の平 保護路肩決壊、路面亀裂 ９箇所 
通行止(H27.10

月 30日)解除 

田端線 八坂曽山 路肩決壊 １箇所  

曽山線 八坂曽山 路肩決壊 １箇所  

産羅川大姥社

線 
八坂上篭 路肩決壊 

１箇所 
 

②林道 ３路線２５箇所 

路線人 地区人 被害状況 箇所数 備考 

大山線 美麻青具 路肩決壊、法面崩落土砂 23箇所 
通行止(H27.10

月 30日)解除 

黒沢線 平中綱 法面崩落土砂 １箇所  

前越線 平高瀬入り 法面崩落土砂 １箇所  

③市営住宅  ５団地９箇所 

団地人 地区 被害戸数 被害状況 

向山 美麻 ４ 外壁のクラック 

矢久 美麻 ２ 外壁のクラック 

花尾 美麻 １ 外壁のクラック 

西原 美麻 １ 外壁のクラック 

明野 八坂 １ 住宅内壁クロスのひずみ、浴槽冊子のコーキン

グの剥離、外壁のクラック 

④河川・水路・農地 

ア 美麻地区 砂防河川１件【左岸護岸ブロック積腹起し裏込陥没】 

水路２件【陥没（大塩）、落差桝損壊（二重）】 

農地７件【個人所有の田畑に亀裂に被害（峠１、石原１、 

日向３、小藤１、大藤１）】 

イ 平地区  青木湖護岸１件【練石積沈下】 

中綱湖護岸１件【ブロック積裏込陥没】 

木崎湖護岸２件【練石積崩落（海の口）、フトン篭崩落（稲 

尾）】 

 

（２）上下水道課 

① 公営簡易水道事業 八坂地区（大平～石畳） 

管路の破裂・漏水に伴う送水不能。横瀬・石畳・塩の貝１３戸が水圧

低下（うち５戸程度が断水発生） 



 

9 

 

１１月２４日に、送水管の応急仮設工事を実施 

② 公営簡易水道事業 美麻地区 宅内給水管路の破裂・漏水に伴う給水不能 

１１月２５日現在 

川手７戸（内１戸は不在）・塩ノ川１戸・小藤２戸・大藤１戸・二重 

市民農園管理棟１戸が断水 

１１月２６日 

塩ノ川１戸・小藤２戸・大藤１戸・二重市民農園管理棟 

１戸については、修繕等により断水が解消。 

川手６戸については、１１月２７日に現地調査を行い、２８日に応急

給水工事を施工 

 これらにより、長期不在宅を除き断水は解消し全戸通水 

③ 浄化槽（流入管路の破損、ばっ気送風管）の破損 

川手４戸・塩ノ川３戸・米山２戸・小藤１戸が使用不能又は機能低下 

長野県生活排水事業における災害時応援ルールに基づき、被災住民に 

より復旧（行政機関が業者を斡旋） 

 ・美麻地区全域を、浄化槽管理組合の協力により調査を実施 

  （調査基数２６２基中、２１基の異常を確認） 

・川手地区の道路内排水本管損傷のため復旧に向けた調査を実施 

 （調査により管内部の損傷は見られず、清掃により詰りが解消） 

④ 湯の海、藤、花尾配水池の水位低下及び濁水発生 

１１月２６日に、湯の海配水池水位が低下するとともに藤配水池及び

花尾配水池系の給水で濁水が発生する。原因は、一部水源からの取水制

限に加え、美麻小中学校、ぽかぽかランド美麻、美麻総合福祉センター、

美麻支所等の大規模施設の水の使用や漏水、水量の変化と見られる。 

配水池への給水車による補水や水系の切り替え等により、水位低下は

解消する。また、濁水対策として、藤配水池は潜水夫による不断水清掃、

花尾配水池は直営で水抜きにて清掃する。（濁水等は解消） 

⑤ 新行地区水源の白濁 

水源の水が１１月２６日未明より白濁していることを、新行地区の住

民が確認。２６日に水質検査を実施 

第１・第２水源の内、最も濁りの著しい第１水源からの取水を停止し、

第２水源と予備水源（第３）からの供給を開始。 

  （給水の水質、水量に問題なし。濁度について継続して検査を実施） 

 

（３）子育て支援課 

① みあさ保育園 

玄関内部及びトイレ内壁タイルの剝れ、浮き、クラック多数発生。 

保育室、廊下、遊戯室内壁ボード継ぎ目の割れ多数発生 

要補修として、業者から見積提出済 

１２月２５日に災害査定が実施され、社会福祉施設等災害復旧事業（国

庫補助事業）として承認される。 
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（４）市民課 

① 大町市国民健康保険美麻診療所  

医療器具保管ケース蓋破損、酸素ボンベ流量計破損、レントゲン室入

口付近床破損 

 

（５）福祉課 

① 大町市総合福祉センター  

浴室及びデイサービスセンターのボイラーの警報（復旧）、エレベータ

ー停止（２３日午前８時３０分に復旧） 

② 美麻総合福祉センター  

ボイラー配管漏水（電磁弁のシャフトの破損）、電話回線２回線中１回

線不通（業者連絡中）、廊下一部破損、基礎・壁面に複数のクラックがあ

り 

 

（６）生涯学習課 

① 旧中村家住宅 

ア 主屋 外側の土壁亀裂多数あり。内側の土壁５カ所崩落。壁の亀裂 

多数あり。板戸、障子８か所外れる。かまど２か所崩壊 

イ 土蔵 （ア）外側の土壁亀裂多数。 

           国重要文化建造物である主屋と土蔵の復旧工事につい

ては、国庫補助事業として実施（平成２７年２月２日交

付決定）。 

概要 総事業費     １１，５８０千円 

国庫補助      ９，８４３千円 

県費補助        ３４７千円 

契約    平成２７年 ３月２７日 

完了    平成２７年１０月３０日 

（イ）土蔵２階展示ケース転倒し、ガラス損傷。 

平成２７年３月修理済 

１階展示ケースの床陥没 

平成２７年３月ジャッキで上げ修理済 

火災報知設備の空気管切断破損 

平成２７年５月火災報知設備点検時に判明、修理済 

   ウ 浄化槽（ア）浄化槽周辺の陥没（地盤沈下） 

平成２７年６月修理済 

        （イ）浄化槽本体への亀裂 

平成２７年７月修理済 

        （ウ）浄化槽ブロワ―２基の故障 

平成２６年１２月修理済 

   エ 前庭歩道面にクラック３か所 
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② 平公民館 

実習室外壁タイル落下 

③ 信濃木崎夏期大学 

講堂内壁漆喰剥離 平成２７年６月修理済 

④ 文化会館 

   東側の壁上部 ４．５ｃｍ角のタイル１枚落下、３０ｃｍ程度のひび割 

  れ 

⑤ 市指定有形文化財「水上神社本殿」 

    本殿本体の躯体・木組みがずれ、土台（基礎）ひび割れ、陥没。今後、

大町市指定文化財等保護事業補助金を活用し修理予定 

    平成２７年９月修理済 

⑥ 美麻青具藤「一石経塔」 

    藤にある石塔群が、倒壊し、その下部よりお経が書かれた経石が発見

され、石塔復旧前に地区の要望から調査し記録に残し、石塔を地区で復

旧することとなる。（平成２７年１１月調査予定） 

⑦ 大町山田町長野県宝「霊松寺山門」 

    柱、階段等がずれ、２階の花窓等が外れる。風鐸１ケ落下破損。 

    平成２８年度県補助金を要望し、修理予定（総額約３００万円）。 

 

（７）山岳博物館 

付属園 カモシカ放飼場のフェンスに枯れ木が倒れ、フェンス破損 

 

（８）美麻支所 

① 定住促進住宅 旭団地 

電気温水器修繕完了 １２月１５日 

外構修繕完了 ３月３１日 

外装修繕完了 ３月３１日 

② ふたえ市民農園集合浄化槽（４９棟） 

 浄化槽（２３５人槽）修繕完了 ３月２７日 

③ ぽかぽかランド美麻 

１２月２日 休館（レストラン及び売店の営業：Ｈ２７年４～１１月） 

平成２７年２月１７日 入浴施設設計プロポーザル 

平成２７年１０月９日 実施設計完了 

平成２７年１１月２５日 建築工事及び機械・電気設備工事契約 

平成２８年８月初旬 入浴施設オープン予定 

④ ぽかぽかランド美遊 

  建具、天井材修繕完了 平成２７年１月３０日 

⑤ 麻の館  

トイレ修繕完了 平成２７年３月５日 

⑥ 美麻情報センター 

法面にクラックあり 
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 ブルーシートにより雨対策済（１１月２４日） 

⑦ 定住促進住宅 湯の海団地 

   ２棟修繕完了 平成２７年３月２７日 

 

（９）学校教育課 

⑧ 美麻小中学校 

ア 当該学校施設西側を通る市道尼子山線と学校正門出入口との敷地境

界の道路側溝周辺に開き（数㎝） 

イ 給食棟食材搬入口と市道境界付近に、土地が隆起又沈下したとみられ

る段差（１０㎝程度） 

ウ 給食棟西面基礎と土地に開き（１０㎝程度） 

エ 給食棟南西面の土地が隆起又は沈下のために段差（１０㎝程度）、工

作物に亀裂 

オ 正面入口工作物と土地の間に開き（数㎝） 

カ プール周辺部に亀裂 

⑨ 大町西小学校 

体育館の天井材１枚が外れ、落下の危険あり。天井材３枚に隙間あり。 

復旧済 

 

（１０）消防防災課 

① 消火栓（美麻地区米山） 

    土台部分破損 １基 

② 防火水槽（美麻地区向、平海の口） 

    水利低下、配管破損 

  ③平成２７年度 ぽかぽかランド美麻に地震計を設置し、平成２７年１１

月２６日から運用開始 

 

９ 県道の状況 

（１）県道３１号線（長野大町線） 大町市美麻青具～大町市美麻新行 

１１月２３日１５時に通行止め解除、片側通行に移行 

（２）県道３３号線（白馬美麻線） 大町市美麻青具～白馬村 

１１月２５日に美麻青具～白馬村大字神城（犬川橋）まで開通（一部片側

通行） 

（３）県道３２４号線（青具簗場（停）線）  

大町市美麻青具～大町市青木通行止め 

（４）県道３９３号線（小島信濃木崎（停）線）  

大町市美麻桂～長野市境通行止め 

（参考）国道１４７号、１４８号については、市内通行規制なし 

 

１０ 停電の状況 

平青木、加蔵、中綱以北、美麻地区北部停電発生 
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１１月２３日午前９時までに一部を除き復旧 

 

１１ 鉄道の状況 

１１月２３日 ＪＲ信濃大町駅―南小谷駅終日運休 バスで代行運転 

１１月２５日 ＪＲ信濃大町駅―白馬駅 運行開始 

       ＪＲ白馬駅―南小谷駅 不通 

１１月２８日 ＪＲ東日本長野支社長宛て早期復旧を緊急要望 

 

１２ 観光への対応（観光課） 

（１）観光への影響 

１１月２５日現在、大町温泉郷を中心とした宿泊関係では、日帰り観

光客を含め約３５０人、３５０万円程度の影響 

    １２月１日現在、大町温泉郷を中心とした宿泊関係では、日帰り観光

客を含め約１，１００人、８９０万円程度の影響。忘年会等のキャンセ

ルが多い。 

今後においても宿泊施設の予約が入らないなどの風評被害を懸念 

１２月９日現在、大町温泉郷を中心とした宿泊関係では、日帰り観光 

客を含め約１，２５０人、１，２３０万円程度の影響。年末年始の予約は、

ほぼ順調とのこと。 

（２）３市村（大町市・白馬村・小谷村）の対応 

１１月２４日、県観光部当局が３市村を訪問し、今後の対応について

意見交換。県も風評被害等を懸念しており、３市村及び観光協会、索道

関係者、県等によるプロモーションの実施を検討 

方向性としては、スキー場のオープン情報や温泉、年末年始の行事な

どの情報発信を中心に行うことを予定。主要駅でのチラシ配布は、時間

的、効率的にも難しいため、テレビや雑誌、新聞などの媒体を活用した

正確な情報発信事業を展開する予定 

事業費は、現在県として調整中。プロモーション事業費を予算措置し、

３／４の補助率で支援する方向 

この場合、それぞれの自治体での負担が必要。大町市においても応分

の負担金が必要。今定例会での追加補正予算で対応することを検討 

① １１月２７日・２８日 北アルプス３市村観光連絡会・長野県・ 

ＨＡＫＵＢＡ ＶＡＬＬＥＹ索道事業者連絡 

会合同会議の開催 

② １２月２日 北アルプス３市村観光連絡会・長野県・ 

ＨＡＫＵＢＡ ＶＡＬＬＥＹ索道事業者連絡会合同 

会議の開催。 

③ 長野県神城断層地震に係る風評対策プロモーション予算 

事業費 １７，１００，０００円 

ウェブ関係、新聞関係、ラジオ関係、イベント、キャンペーンなど 

により風評対策プロモーションを実施。 
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（３）市内への対応 

１１月２８日 神城断層地震に関する観光対策緊急会議の開催（市・

旅館業組合・民宿組合・市観光協会・温泉郷観光協会・市内スキー場関

係者が参集） 

今後の風評被害を懸念する意見もあり、早急に市、市観光協会、大町

温泉郷観光協会、市旅館業組合、市民宿組合、市内スキー場等と緊急会

議を開催し、今後の対応について協議 

 

１３ 美麻地区における被災ごみの収集（生活環境課） 

（１）初期対応 

① 場  所 川手集落入口、旭団地西側待避所、美麻支所 

② 回収種類 可燃性粗大ごみ、混合物（家電等）、瀬戸物・ガラス 

③ 回収日時 １１月２９日（土）～３０日（日） 午前９時～午後３時 

 ア ２９日・３０日は、希望に対して軽トラックで搬出 

イ 美麻支所は１１月２６日から１２月２７日までコンテナ設置 

④収集量  可燃性粗大 13,750 ㎏、金属製粗大 7,160 ㎏、瀬戸物ガラス

10,035 ㎏、テレビ 47 台、冷蔵庫 13 台 

（２）二次対応 

① 場  所 美麻支所 

② 回収種類 可燃性粗大ごみ、混合物（家電等）、瀬戸物・ガラス屑 

③ 回収日時 平成２７年５月７日（木）～１０日（日）  

午前９時～午後３時 

④収集量  可燃性粗大 12,810 ㎏、金属製粗大 2,250 ㎏、瀬戸物ガラス 

2,270 ㎏、 

 

１４ 被災者住宅の解体 

（１）半壊住宅の解体要望調査（対象者：半壊住宅６人）平成２７年１月１５

日 

（２）環境省ヒアリング １月２１日 美麻支所 

（３）住宅の解体対象者説明会 １月２６日 美麻支所 

解体希望者の３人が出席 

（４）解体処分についての説明会 ３月３０日 美麻支所 ３人出席 

（５）対象者３人 解体完了（９月２４日） 

 

１５ 市立大町病院 

（１）経過等 

１１月２２日（土） 

 ２２：２０  院内被災状況把握（エレベーター自動停止、乗客なし） 

２２：４５  院内災害対策本部設置（院内放送） ・院内被災状況再把握 

２２：５０  救急外来において被災傷病者受け入れ 

２３：１０  院内放送（２度目） 
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２３：１０  院内新設エリア設置準備 

１１月２３日（日） 

００：００  院内災害対策本部会議  ・院内新設エリア設置開始 

００：０５  エレベーター復旧 

００：１０  ＤＭＡＴ参集拠点が信大附属病院から大町総合病院に変更 

００：２０  院内売店の開店要請 

０１：１７  帰宅困難者収容エリア設置 

０１：３０  後方搬送待機エリア設置 

０３：００  院内災害対策本部会議  ・院内要員を残し、一時帰宅指示 

０３：５０  売店閉店 

０７：３０  帰宅困難者、全員帰宅 

０８：３０  ＤＭＡＴ６チーム及び医療支援チーム白馬村・小谷村へ出発 

１２：３０  白馬村・小谷村への支援 DMAT 帰院 

１４：２５  院内災害対策本部解散 

（２）被災者受け入れ状況（１２月３日１８時現在） 

①来院患者数３８人（うち入院者数８人、うち他病院搬送者数３人） 

  ②患者の内訳（住所地） 

大町市６人、白馬村２０人（入院７人・搬送２人）、小谷村４人（入院１

人）、長野市１人、信濃町３人（白馬村内で受傷）、糸魚川市１人（市内

宿泊）、埼玉県２人（白馬村内で受傷）、千葉県１人（白馬村内で受傷、

ドクターヘリで搬送） 

大町市民の長野県神城断層地震による診療費については、無料とする。

（１１月２７日災害対策本部会議で決定） 

（３）対応職員 １５５人 

医師（当院）１２人。協力：信州大学総合診療科指導医 

及び研修医３人、看護師５９人 事務職員３９人、診療技術部２４人、

医療社会事業部６人、健康管理部５人、ニチイ学館７人 

（４）受入ＤＭＡＴチーム 

信州大学付属病院、相澤病院、飯田市立病院、伊那中央病院、厚生連北

信総合病院、諏訪赤十字病院、県立木曽病院、長野赤十字病院、信州上

田医療センター、新潟市民病院、計１０チーム 

（５）受入長野県医療救護班 

安曇野赤十字病院 

 

１６ 市民への広報 

１１月２３日（日） 

１０：４８、防災行政無線で対策本部の設置及び被害情報の連絡を呼

びかけるとともに余震に注意するよう周知（消防防災課） 

また、随時、防災行政無線で、余震の注喚喚起及び生活関連情報を放

送（消防防災課、美麻支所） 
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１２月１日（月） 

市内全戸に広報おおまち緊急臨時号を配布（情報交通課） 

余震の注意喚起及び被害状況、お知らせ等を掲載 

 １２月１０日（水） 

    市内回覧「長野県神城断層地震の支援について」を配布 

 １２月２４日（水） 

１月１日号広報おおまちの特集記事として「長野県神城断層地震被害 

と市の対応」を掲載し、市内全戸に配布 

 平成２７年 

 １２月２４日（木） 

１月１日号広報おおまちの特集記事として「神城断層地震から復興へ」

を掲載し、市内全戸に配布 

    

１７ 義援金の募集及び配分 

（１）役所本庁窓口、総合福祉センター（３箇所）、１１月２７日から募金

箱を設置 

（２）銀行口座の開設を行い、ホームページ等で募集 

広報おおまち緊急臨時号で周知 

・（株）八十二銀行大町市店・・・１１月２８日開設 

・日本郵便（株）・・・・・・・・１２月 ５日開設 

・松本信用金庫 ・・・・・・・・１２月２５日開設 

・（株）長野銀行・・・・・・・・１２月２６日開設 

（３）義援金受入等 

 件数 金額 

個人 １２９ ２，６２２，４７7 円 

企業・団体 ９１ ９，７６３，６７５円 

合計 ２２０ １２，３８６，１５２円 

（４）義援金配分委員会・・・第１回会議：２月 ２日（月） 

              第２回会議：４月１３日（月) 

（５）配分額等 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配分区分及び配分額 対象数 合計 

半壊 ５４６，０００円 ６ ３，２７６，０００円 

一部損壊 １８２，０００円 ４１ ７，４６２，０００円 

宅地内亀裂 ９０，５００円 １８ １，６２９，０００円 

美麻地区連合自治会 １９，１５２円 

合   計 １２，３８６，１５２円 
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１８ 住宅再建のための市の支援策 

（１）半壊の被災者を対象に県の支援策に市の支援金を上乗せ支援、被災 

者生活支援法及び県の支援策に該当しない半壊以下の一部損壊被災者

への支援方針を発表（１１月２９日） 

（２）戸別訪問相談の実施（対象９１戸） 部課長、調査担当者、建築士の

３人５班体制（１２月１０日～１５日） 

（３）市住宅再建支援金支給事業 

 

１９ 宅地修復事業（市独自の支援策） 

（１）被災宅地危険度判定 

① 危険  補助率７／１０以内 ５０万円以内 

② 要注意 補助率７／１０以内 ３０万円以内 

③ 要注意以上と同等であると市長が認めた宅地 

         補助率７／１０以内 ３０万円以内又は、市が応急復旧を

実施 

（２）補助金の支給 １３件 3,033,000 円 

（３）市の応急復旧を希望 ７件 1,086,480 円 

 

２０ 住宅再建支援緊急措置利子補給金補助 

  （１）対象者 金融機関の融資を受けて、自ら市内に居住するための住宅

を新築、補修又は購入した被災者 

（２）補給金 年利０.５パーセント以内（年２５，０００円を限度） 

（３）補給期間 

①損害率が２０％以上 初回の償還から１０年以内 

②損害率が１５％以上２０％未満 初回の償還から５年以内 

③損害率が１０％以上１５％未満 初回の償還から４年以内 

④損害率が５％以上１０％未満 初回の償還から３年以内 

  （４）補助金申請 １人（新築。損害率が１０％以上１５％未満で補給期

間は４年間） 

            

  

区分 支援金 棟数 支払 合計 

半壊 20％以上 ５００，０００円 ６棟 ３，０００，０００円 

一
部
損
壊 

15～19％ ４００，０００円 ５棟 ２，０００，０００円 

10～14％ ３００，０００円 １６棟 ４，８００，０００円 

５～９％ ２００，０００円 ２０棟 ４，０００，０００円 

上下水施設 １００，０００円以内 ９棟 ３００，０００円 

合  計 ５６棟 １４，１００，０００円 
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２１ 災害ボランティア活動状況等 

（１）ボランティア登録人数 ４１人（内訳 大町市美麻地区２２人、 

美麻地区以外１４人、大北地域２人、県内３人） 

  （２）活動状況 

期日 活動地区 活動者数 

（人） 

活動件数 

（件） 

活動内容 

11月 30日 

川手・米山 

８ ４ 
家屋内外の片づけ、

ごみの搬送等 

12月 11日 ７ ４ 壁材等搬出・運搬 

12月 12日 ２ １ アロマ体験 

合  計 １７ ９  

    


